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因
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
電
力
の
津
波
評
価
に
関
わ

っ
て
き
た
人
間
と
し
て
痛
恨
で
あ
る
。
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
の
一
日
も
早
い
帰
郷
を

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
事
故
の
収
拾
と
復

旧
に
関
わ
ら
れ
て
い
る
方
々
に
敬
意
を
示
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
技
術
者
の
献
身
的
な
作
業
に
報
い
る
た

め
に
も
、
こ
の
失
敗
を
糧
に
し
て
さ
ら
な
る
安
全
性
向

上
に
資
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

想
定
し
た
津
波
に
対
す
る
備
え
に
加
え
て
、
想
定
以
上

の
津
波
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い

て
は
土
木
・
建
築
の
み
な
ら
ず
、
機
械
・
原
子
力
の
分

野
の
協
働
が
必
要
で
あ
る
。

　
沿
岸
の
津
波
被
災
地
で
は
、
復
興
に
向
け
た
街
づ
く

り
が
徐
々
に
進
も
う
と
し
て
い
る
。
津
波
対
策
は
、
地

域
の
特
徴
を
考
慮
し
た
上
で
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

対
策
を
あ
わ
せ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
湾
に
面
し

た
沿
岸
域
等
で
は
、
防
潮
堤
の
復
旧
に
加
え
て
、
防
災

緑
地
や
道
路
の
か
さ
上
げ
な
ど
、
二
重
三
重
の
備
え
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
命
保
護
の
た
め
に

は
、
避
難
計
画
と
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
必
須
だ
が
、

巨
大
な
防
潮
堤
よ
り
避
難
路
の
確
保
な
ど
の
方
が
取
り

津
波
災
害
か
ら
の
復
興

害
を
相
手
に
す
る
技
術
者
は
、
経
験
値
以
上
の
現
象
に

対
す
る
備
え
を
経
済
面
や
社
会
面
も
含
め
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
く
か
と
い
う
課
題
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

四
〇
〇
年
に
一
度
の
規
模
の
洪
水
に
対
す
る
ス
ー
パ
ー

堤
防
事
業
を
切
り
捨
て
よ
う
と
し
た
仕
分
け
人
は
、
一
、

〇
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

津
波
が
引
き
起
こ
し
た
災
害
を
み
て
、
考
え
な
お
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
陸
上
に
駆
け
上
が
っ
た
津
波
高
は
、
三
五
㍍
以
上
と

巨
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
津
波
の
痕
跡
高
が
海
面
か
ら

五
㍍
以
上
を
記
録
し
た
海
岸
線
は
五
〇
〇
㌔
㍍
以
上
と

東
京
〜
大
阪
間
の
距
離
に
匹
敵
す
る
広
域
津
波
災
害
で

組
み
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
多
重
防
護
は
理
に
適
っ
た

津
波
対
策
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
海
に
目
を
転
じ
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

宮
城
県
松
島
町
は
、
太
平
洋
側
の
松
島
湾
に
面
し
て
い

る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
高
は
周
辺
の
塩
釜
市
や

東
松
島
町
に
比
べ
て
低
く
、
津
波
被
害
も
軽
減
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
松
島
湾
の
島
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
防
波
堤
の
設
置
さ
れ
た
港
湾
の
背
後
地

は
、
周
辺
よ
り
津
波
の
高
さ
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
島
や
防
波
堤
に
は
津
波
災

害
を
軽
減
す
る
一
定
の
防
護
効
果
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
大
先
輩
か
ら
受
け
た
提
言
で
あ
る
が
、
人
工

島
を
建
設
し
て
多
重
防
護
の
一
役
を
担
わ
せ
る
こ
と
を

提
言
す
る
。
人
工
島
の
材
料
と
し
て
は
、
震
災
の
瓦
礫

や
石
炭
灰
等
を
利
用
す
れ
ば
継
続
的
な
開
発
が
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
創
出
さ
れ
た
陸
上
に
は
、
風
力

発
電
や
太
陽
光
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

に
よ
る
活
用
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
周
辺
の

水
産
資
源
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
逆
に
島
の
周

辺
に
は
あ
ら
た
な
水
産
資
源
の
創
出
を
期
待
し
、
藻
場

造
成
等
の
技
術
も
活
用
し
た
い
。

津
波
へ
の
多
重
防
護
に
人
工
島
を

あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
犠
牲
者

数
は
ス
マ
ト
ラ
島
の
一
〇
万
人
以
上
に
対
し
て
、
二
万

人
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
多
く
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
が
、
防
災
関
係
者
の
努
力
（
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
の
両

面
）
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
多
く
の
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
原
子
力
放
射
線

事
故
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
る
原
因
解
明
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
津
波
に
よ
る
浸
水
が
全
電
源
喪
失
の
主
要

原
子
力
事
故
と
津
波

　
こ
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

防
災
・
減
災
力
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も

期
待
さ
れ
る
。
人
工
島
の
建
設
に
有
利
な
地
点
は
遠
浅

海
岸
で
あ
る
。
例
え
ば
、
仙
台
平
野
か
ら
福
島
沖
、
下

北
半
島
太
平
洋
側
、
九
十
九
里
浜
海
岸
の
沖
合
等
が
あ

げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
波
が
必
要
な
サ
ー
フ
ィ
ン
と
い
っ

た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
海
岸
地
形
は
、
地
球
が
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、

ま
た
今
後
も
粛
々
と
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
断
層
活
動
な
ど
の
地
球
の
物
理
的
な
活
動
、
ま

た
サ
ン
ゴ
な
ど
の
生
物
活
動
、
人
の
手
に
よ
る
河
川
や

海
岸
改
修
な
ど
の
人
間
活
動
、
こ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み

合
い
、
今
後
も
海
岸
地
形
は
変
化
を
営
ん
で
い
く
。
現

在
の
姿
は
そ
の
途
中
段
階
の
瞬
間
に
過
ぎ
な
い
。
日
本

人
は
、
自
然
に
対
す
る
畏
怖
・
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
忘
れ
ず
に
、
将
来
の
人
間
活
動
に
有
益
な

環
境
と
い
う
広
い
視
野
を
持
ち
、
人
類
に
有
益
な
海
域

を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
、
決
し
て
環
境
破
壊
で
は
な

く
、
環
境
創
造
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

自
然
と
の
付
き
合
い
方

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
が
発

生
し
て
一
年
半
以
上
経
つ
。
二
〇
〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
津
波
と
同
規
模
の
巨
大
津
波
が
東
日
本
の
太
平

洋
岸
を
襲
っ
た
こ
と
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
日
本
の
歴

史
に
お
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
地
震
は
認

識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
周
辺
の
地
震
の
長
期
評
価
に

も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
断
層
活
動
の
よ
う
に
リ
タ

ー
ン
ピ
リ
オ
ド
が
数
百
年
や
一
、〇
〇
〇
年
以
上
の
現

象
に
対
し
て
は
、
長
い
日
本
の
歴
史
に
も
経
験
値
が
足

り
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
然
災
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海
域
を
利
用
し
た
津
波
の
減
災
を

東
日
本
大
震
災
の
津
波


